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話そうと思ってもことばが出ない

・ことばの一部をくり返す
　　「お、お、お、おかあさん」
・引き伸ばす
　　「おーーーーかあさん」
・つまる「・・・・おかあさん」

ことばがつまることを気にして
人前で話したがらない

話すときに苦しそう
（顔が赤くなるなど）

ことばの遅れ
聴覚障害
構音（発音）障害
吃音
失語症
高次脳機能障害
音声障害
摂食・嚥下障害
など

なぜ どもるのか

　原因としては、遺伝や脳の機能の問題、あるい

は音韻の問題が関係しているなどいくつかの説が

ありますが、はっきりしたことはわかっていませ

ん。　

　幼児期に成長の途上で一時的に「話したい」と

いう気持ちに発語器官の運動が追いつかずに起こ

ることもあれば、緊張や精神的なストレスによっ

て起こることもあります。

　話の内容ではなく話し方についての注意を繰り

返したり、ストレスが多い生活が続くと症状が悪

化することがあります。

　子どもの話をよく聞き、緊張する場面やストレ

スを減らすと症状が軽くなることもあります。 ま
、ま
、ま
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吃音とは

　話したい気持ちがあるのに、ことばがスムーズに

出ない状態を「吃音」と言います。例えば、「お、お、

お、おかあさん」とことばの一部をくり返したり、

「おーーーかあさん」と伸ばしたり、ことばがつまっ

たりする症状がみられます。

　話そうとする時に力が入って顔をしかめたり、は

ずみをつけるように足踏みをしながらことばを出そ

うとすることもあります。

　スムーズに話せないために、話を途中でやめてし

まったり、話すことを避けたりすることもあります。

　幼稚園などでみんなの前に出て話すときにはども

るのに、仲の良い友達同士で遊んでいる時にはスム

ーズに話せるなど、場面によって違う場合もありま

す。

　また、ひどくどもる時と、あまりどもらない時が

あるなど、時期によって波がみられることもありま

す。

　吃音には成長の途上で一時的にみられるものもあ

り、大半はなおると言われています。いずれにして

も幼児期は周囲の関わり方が大切です。

家庭でできること

❶　生活のペースは子どもに合わせて、ゆったりし

　　たものにしましょう。大人のペースで急がせる

　　ことが多くないか見直してみましょう。

❷　子どもの生活上のストレスに配慮しましょう。

　　多すぎる習い事や我慢しなければならないこと

　　がしばしばあるなどの負担は減らしましょう。

　　園の行事などでも子どもにとってはストレスに

　　なることがあります。

❸　話し方についての注意はやめましょう。「ゆっ

　　くり言って」「落ち着いて話してごらん」など

　　と話し方を意識させすぎないようにし、せかさ

　　ず最後まで子どもの話を聞きましょう。

　　また、周囲がゆっくりしたペースで話しかける

　　ように心がけましょう。

❹　吃音の症状は良くなったり悪くなったり変化す

　　ることがあります。一喜一憂せずに長い目で見

　　守りましょう。

相談する目安

　子どもの話し方について不安を感じた時や、子

どもが自分の話し方を気にするようになった時に

は、心理士や言語聴覚士に相談しましょう。

　これまでの経過やことばの状態を見て、家族で

の対応の仕方や生活面で気をつけることをアドバ

イスしたり、遊びを介した心理療法を行ったりし

ます。また、場合によっては楽に話す指導を行う

こともあります。
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 きょうね…




